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期待されるJ-クレジットの供給拡大

J-クレジットとは
J－クレジットは、国内のCO2削減量に対して国が認証を⾏い信⽤性を担保している唯⼀のクレジットであり、市場や
相対取引により売買されています（図表１）。J-クレジットの創出および購入には参加制限がなく、個人や中小企業
などの小規模な排出量の削減活動を取りまとめて１つのプロジェクトとして認証を受け、クレジットを創出することも可能
となっています。こうした間口の広さや環境貢献のPR⼿段として企業等で利⽤が拡⼤していることなどもあり、J－クレ
ジットの認証量は徐々に増加しています（図表２）。

日本では、排出量を削除しきれない場合のオフセット⼿段
としてJ-クレジット・JCMクレジットの活⽤が認められており、
2026年度には⼤⼿企業等による排出量取引（GX-
ETS）の本格稼働が予定されています。そのため、鉄鋼・化
学など多排出産業を中心にJ-クレジットの需要が増⼤すると
予想されており、期待感もあって再エネ由来のJ-クレジットの
価格は上昇傾向にあります（図表３）。
ただし、国内産業部⾨の年間CO2排出量約４億tに対し
J-クレジットの認証量は現状約100万tにとどまっており、今
後は供給量の拡⼤が必要となります。
このため、⼤企業のみならず中小企業や個人等においても、
脱炭素化を進める契機として、J-クレジットの経済的メリット
を⾒据えた創出の動きが広がると期待されます。

図表３ J-クレジットの平均落札価格の推移
（再エネ由来）

（資料）経済産業省資料等より、ひろぎんHD経済産業調査部（以下当部）作成 （資料）J-クレジット「J－クレジット（データ集）」より当部作成

図表１ 主なカーボンクレジットの種類

脱炭素へ向け取引拡大が期待されるＪ－クレジット

図表2 J-クレジットの認証量・認証回数の推移

世界的に脱炭素化への取り組みが進む中、CO2をはじめとしたGHG（温室効果ガス）の排出削減量や吸収量な
どを環境価値として取引する「カーボンクレジット」への関心が高まっています。

クレジット名 主導・運営

ボランタリークレジット ⺠間（NPO団体など）

J-クレジット 国
（政府）

CO2削減地

海外

国内外

国内

(万ｔ-CO2）

（資料）J-クレジット「J－クレジット（データ集）」より当部作成

(円/ｔ-CO2）

（年度）海運業C社（東京都） 内航タンカーのエンジン電動化（400ｔ-CO2）

（参考）J－クレジットの創出例（認証量）

不動産業A社（広島県）

製造業B社（岡山県） 工場への太陽光発電導入（150ｔ-CO2）

社有林における森林経営活動(2,000ｔ-CO2）

JCMクレジット
（⼆国間クレジット制度）

(回）

再エネ由来J-クレジット
・太陽光、バイオマス発電等の
導入によるCO2削減量をもと
に創出されるJ-クレジット


